
モ
ノ
作
リ
タ小
回
夕
の
悲
哀

「作
品
」
を

「商
品
」
に
！

本
の
未
来
は
、

技
術
立
国

に
あ
り
、

得
意
の

「
モ
ノ

作
り
」
に
磨
き
を
か
け
る
以
外
に

な
い
、
と
よ
く
い
わ
れ
る
。

だ
が
、

ソ
ニ
ー
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
は
今
、

韓
国
の
サ
ム
ス
ン
に
負

け
て
い
る
。

な
ぜ
か
。

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

「日

本
規
範
」
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。た
と
え
ば
、日

本
製
造
業
は

「
ハ
イ
エ
ン
ド
志
向
」
が
強
い
。

サ
ム
ス
ン
も
ハ
イ
エ
ン
ド
を
目

指
し
て
い
る
が
、　

一
方
で
、

世
界

市
場
の
中
級
ス
ペ
ッ
ク
＝
ボ
リ
ュ

ー
ム
ゾ
ー
ン
に
も
キ
チ
ン
と
日
配

り
し
て
い
る
。

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
日
本
と

は
ひ
と
味
違
う
。
日
本
は

「
正

確
」
を
期
し
て
、

修
理
に
１
週
間

も
か
け
る
が
、

サ
ム
ス
ン
は
巡
回

車
が
１
時
間
以
内
に
消
費
者
の
自

宅
に
駆
け
付
け
る
。

中
級
品
Ｈ
実

用
品
で
あ
れ
ば
、

消
費
者
に
と
っ

て

「早
さ
」
が
あ
り
が
た
い
。

ま
た
、

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
日

本
の
携
帯
電
話
と
違
い
、

サ
ム
ス

ン
は
ま
ず
世
界
の
若
年
層
に
携
帯

を
売
り
込
ん
だ
。

携
帯
で
世
界
第

２
位
の
シ
ェ
ア
と
ブ
ラ
ン
ド
カ
を

築
く
と
、

今
度
は
、

囲
い
込
ん
だ

若
年
層
に
薄
型
テ
レ
ビ
や
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
売
り
ま
く
っ
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
感
度
の
彼
我
の
差

を
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

水
市
場
は

１

１

１
兆
円

も
う

一
つ
の
例
は

「水
」
で
あ

る
。

周
知
の
よ
う
に
、

地
球
上
の

水
不
足
が
深
刻
化
し
、
ク水

戦
争
ク

す
ら
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

水
事
業
は
世
界
的
な
急
成
長
産

業
な
の
だ
が
、

コ
ア
と
な
る
海
水

淡
水
化
膜
の
技
術
と
製
品
は
、

三

菱
レ
イ
ヨ
ン
、
日
東
電
工
、

東
レ

な
ど
日
本
勢
が
世
界
の
７
割
を
独

占
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。

膜
な
ど
素
材
分
野
の
２
０
２
５

年
の
市
場
規
模
は
１
兆
円
。

エ
ン

ジ
エ
ア
リ
ン
グ

・
調
達

・
建
設
は

１０
兆
円
。

施
設
の
管
理

・
運
営
に

至

っ
て
は
１
０
０
兆
円
。

総
額

１
１
１
兆
円
に
上
る
が
、

う
ち
日

ミ
ス
タ
ー

Ｈ
Ｏ
の
少

本
が
誇
る
素
材
事
業
の
シ
ェ
ア
は

１
％
に
も
満
た
な
い
の
だ

（吉
村

胞

陪

康

じ

倭

桟

つ
ま
り
、
日
本
は
モ
ノ
作
り
大

国
で
は
な
い
。

モ
ノ
作
り

「
小

国
」
な
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、

必
ず
し
も
悲
観
す

る
必
要
は
な
い
。

荏
原

。
三
菱
商

事

。
日
揮
の

「
和
製
水
メ
ジ
ャ

ー
」
結
成
や
、

大
阪
市
水
道
局
が

関
経
連
と
組
ん
だ

「チ
ー
ム
水

・

関
西
」
な
ど
、

政

・
官

・
業

・
学

挙
げ
て
の
ト
ー
タ
ル
な
戦
略
的
体

制
が
動
き
始
め
て
い
る
。

た
だ
、
日
本
的
規
範
の

「
ハ
イ

エ
ン
ド
Ｈ
単
品
至
上
主
義
」
か
ら

の
脱
却
は
歓
迎
す
べ
き
だ
が
、
ト

ー
タ
ル
戦
略
の
肝
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

感
度
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。

た

く

み

　

わ
ざ

匠
の
技
が
作
る
の
は

「作
品
」

だ
。

そ
の
ま
ま
で
は

「商
品
」
に

な
ら
な
い
。

詩
人
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は

「暮
ら

し
は
低
く
、思

い
は
高
く
」
と
言
っ

た
。
日
本
の
モ
ノ
作
り
は
ハ
イ
エ

ン
ド
志
向
と
い
う
「思
い
」
は
高

い
が
、

そ
こ
に
自
足
し
、

清
貧
に

甘
ん
じ
た
。

「暮
ら
二

軽
視
は
マ

ー
ケ
ッ
ト
軽
視
に
つ
な
が
っ
た
。

モ
ノ
作
り
の
「思
い
」と
執
念
を

外
延
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
押
し

広
げ
る
こ
と
。「思

い
も
高
く
、

暮

ら
し
も
高
く
」
を
掲
げ
る
こ
と
こ

そ
が
、
日
本
の
明
日
を
切
り
開
く

の
で
は
な
い
か
。

（パ
ン
タ
レ
イ
）

4 暑 全甲?う う子|ブ暮鱗冒ざ墨法糸

行われている。「超日本語吹き替え版が

お勧めです」と、日本語吹き替え版を盛

んにアピールしているのだ。映像に集中

して謎解きを楽しんでもらうためとの触

れ込みだが、もっと深い理由がある。若

者の「字幕離れ」である。

洋画を字幕と吹き替えのどちらで見る

かを本作の配給会社が調査したところ、

字幕と答えた人の割合は20代以上のど

の年代でも7～8割だったのに対し、10代

については50%ま で低下した。調査結果

週干U東洋経済 2010,4.1ア

主演はレオナル ド・ディカプ

リオ。字幕を追わない分だけ、

映像の随所に仕掛けられた謎

解きに集中することができる

という

によれば、若年世代ほど 「字幕が早くて

読みきれない」との声が多い。これに着

目したのが、本作のマーケティングを担

当する木村徳永氏。洋画の吹き替え版は

ファミリー向けか一部の大作に限られ

る。普通の洋画でも吹き替え版を導入す

れば、客が増えるはずとにらんだ。そこ

でシドニイ・シェルダンの刀ヽ説で知られ

る 「超訳」を考案したアカデミー出版に

教えを請い、翻訳的な言い回しを避ける

など会話がより自然に楽しめる 「超日本

語吹き替え版」を作り上げた。

近年、ヒット映画の上位に並ぶのは邦

画ばかり。洋画がつまらなくなったとい

う見方もあるが、「実態に合わせた売り

方ができていないのが原因」と木村氏は

分析する。日本語吹き替え版は洋画復活

のきっかけとなるか。(本誌 :大坂直樹)

洋画離れに歯止めをかける
1超日本語吹き替え版

″
が登場
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